
近年、大都市圏を中心に土地利用の高度化が進み、従来に比べて複雑な地盤条件下に、大規模な地中

構造物の建設が計画される傾向にあります。このような大規模地中構造物の耐震検討では、耐震計算

においてその構造的特徴と周辺地盤の影響をより正確に考慮することが重要となります。本稿では、

ＭＭＳＴ工法を適用した大規模トンネルを対象に、レベル2地震動に対する詳細な耐震検討を実施し

ました。

研究の目的

一般に地中構造物の耐震検討は、鉛直面内の地盤変位分布の影響を受ける横断方向と、水平面内の変

位分布の影響を受ける縦断方向の問題に分けて行います。本検討では、まず地盤の地震応答解析を実

施し、周辺地盤の影響（地震時剛性、地盤ばね値）と地震外力を評価しました。トンネルの地震応答

解析では、これらの影響を考慮して、横断方向には応答震度法を、縦断方向には梁－ばねモデルによ

る時刻歴応答変位法をそれぞれ適用しました。

技術の説明

ＭＭＳＴ工法は、変形性能、部材せん断耐力、継手部の地震時止水性能等の照査結果より、いずれも

基準・規定値を満足することができ、レベル2地震動に対しても十分な耐震性能を有していることが

確認されました。
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レベル2地震動に対する大規模地中構造物の耐震検討
MMST工法による大断面トンネルの耐震検討
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MMSTトンネルの構造概要図

横断方向の検討（応答震度法）

●材料非線形（M-φ,M-θ）
●地震時荷重（応答震度）
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2次元FEMモデル一般部及び接続部（M-φ関係） 構造変化点（M-θ関係）

縦断方向の検討（時刻歴応答変位法）

赤：軸直角方向
青：軸方向

地盤ばね

トンネル→梁モデル

トンネル位置の応答波形（地震時地盤変位）を地盤ばね端から入力
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